
9　　月刊｢茶｣2018／1月号 月刊｢茶｣2018／1月号　　8

１  

序
論

　

茶
は
水
に
次
い
で
最
も
多
く
消
費

さ
れ
て
い
る
飲
料
で
あ
り
、
世
界
中
の

30
億
人
以
上
の
人
々
が
飲
料
と
し

て
い
る
。
２
０
１
５
年
に
は
、
60
ヶ
国

以
上
の
国
々
の
、
４
５
２
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
で
５
３
０
万
ト
ン
の
茶
が
生
産

さ
れ
て
い
る
。
21
世
紀
初
頭
以
来
、

世
界
の
茶
産
業
は
急
速
に
発
展
し
、

茶
農
業
地
域
と
茶
の
生
産
量
は
拡
大

し
続
け
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
で

は
茶
の
栽
培
地
域
と
生
産
量
は
次
第

に
減
少
し
て
き
て
い
る
。
２
０
０
０
年

に
は
日
本
の
茶
園
は
５
万
４
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
っ
た
が
、
２
０
１
４
年
に

は
４
万
４
８
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、

11.

１
％
の
減
少
で
あ
る
。
一
方
で
、

茶
の
生
産
量
は
２
０
０
０
年
に
は

９
万
９
０
０
０
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

２
０
１
４
年
に
は
８
万
１
２
７
７
ト
ン

共
同
研
究
で
も
あ
る
。

２  

観
光
分
野
で
の
茶
文
化
の
商
品
化
過
程
の
諸
要
件

　

茶
樹
が
自
生
し
て
い
た
南
西
中
国
か
ら
茶
は
世
界
に
広
が
り
、

多
く
の
文
化
に
根
付
い
て
き
た
。
そ
し
て
茶
は
無
形
の
文
化
と

有
形
の
文
化
を
形
成
し
て
き
て
い
る
。
無
形
の
文
化
と
は
茶
を

消
費
す
る
国
々
の
茶
に
関
連
す
る
習
慣
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、中
国
の
日
常
の
飲
茶
、無
形
の
国
宝
と
も
い
え
る
日
本
の
「
茶

の
湯
」、
西
欧
の
富
と
優
雅
を
象
徴
す
る
「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ

ー
」、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
飲
料
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
、
チ
ベッ
ト
の
馬
乳
茶
、
ト
ル
コ
の
ア
ッ
プ
ル
テ
ィ
ー
や
北

部
タ
イ
の
茶
葉
の
漬
物
「
ミ
ヤ
ン
」
の
食
文
化
な
ど
で
あ
る
。
有

形
の
文
化
は
茶
の
ふ
る
ま
い
方
や
飲
み
方
に
関
連
し
た
茶
道
具
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
、
自
然
物
で
あ
れ
人
工
物
で
あ
れ
、
茶
園
や

歴
史
的
建
造
物
、
茶
の
製
造
販
売
に
関
す
る
器
物
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
有
形
無
形
の
茶
文
化
は
い
ず
れ
も
、
観
光
客
の
要
望
に

応
え
た
観
光
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
再
生
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日

本
の
茶
の
湯
は
観
光
客
の
日
本
文
化
体
験
の
代
表
格
で
あ
り
、
ス

リ
ラ
ン
カ
の
茶
工
場
は
ジ
ェン
ト
リ
フ
ァ
イ
（
再
生
高
級
化
）
さ
れ

て
豪
華
な
宿
泊
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
挙
げ
た
茶
文
化
の
例
に
あ
る
よ
う
に
、
無
形
の
習
慣
や

と
な
り
、
８.
９
％
の
減
少
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
茶

の
消
費
量
は
、
他
の
飲
料
と
の
競
合
で
下
落
し
続
け
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
事
態
は
、
奈
良
市
田
原
地
区
の
大
和
茶
を
生
産
す
る

小
規
模
な
農
家
な
ど
に
と
っ
て
は
、
痛
手
で
あ
る
。
田
原
地
区
で

は
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
茶
産
業
の
育
成
と
経
済
的
再
生
の
切

り
札
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
、タ
イ
北
部
に
お
い
て
も
「
ミ

ヤ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
伝
統
発
酵
茶
の
消
費
が
減
少
し
て
い
る
が
、

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
茶
文
化
の
保
存
と
茶

生
産
地
域
の
維
持
に
著
し
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
観
光
分
野
で
の
茶
文
化
の
商
品
化
は
、
茶
地
域

振
興
の
重
要
な
核
で
あ
る
。
こ
の
論
説
で
は
、
日
本
と
タ
イ
、
そ

し
て
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
で
提
案
さ
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
方
法
論
を
通
じ
て
、
日
本
の
茶
地
域
振
興
の
た

め
に
茶
文
化
を
様
々
な
形
で
利
用
で
き
る
こ
と
を
示
す
。
方
法

論
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
C
B
T
）、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
あ
る
。
こ
の
論
説
で
用
い
る
概
念
や
知
見
は
、「
日
本
と

タ
イ
の
茶
農
業
地
域
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
開

発
」
と
題
さ
れ
た
、
和
歌
山
大
学
国
際
観
光
学
研
究
セ
ン
タ
ー

の
助
成
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の一
環
で
あ
る
。
ま
た
、

タ
イ
の
チ
ェン
ラ
イ
県
、
メ
ー
フ
ァ
ー
ル
ア
ン
大
学
茶
業
研
究
所
と
の

有
形
の
文
化
財
を
有
効
利
用
す
る
こ
と
で
、
観
光
商
品
に
既
存

あ
る
い
は
新
規
の
価
値
を
付
加
す
る
と
い
う
考
え
方
を
「
商
品

化
」
と
い
う
。
ま
た
、
茶
の
栽
培
生
産
地
は
ほ
と
ん
ど
地
方
に
あ

る
の
で
、
茶
文
化
の
商
品
化
の
基
本
概
念
は
「
ル
ー
ラ
リ
テ
ィ
―
」

で
あ
る
。「
ル
ー
ラ
リ
テ
ィ
―
」
と
い
う
概
念
に
は
、
地
方
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
存
在
、
地
方
の
活
動
が
行
わ
れ
る
空
間
や
地
域
の
特

徴
が
含
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
ル
ー
ラ
リ
テ
ィ
―
」
の
構
成
要

素
は
地
方
の
空
間
、
地
方
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
地
方
の
活
動
、
地

方
の
産
物
そ
し
て
地
方
の
様
々
な
施
設
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

要
素
は
観
光
プ
ロ
ダ
ク
ト
と
し
て
茶
文
化
を
商
品
化
す
る
過
程
に

欠
か
せ
な
い
構
成
素
で
あ
る
。
こ
の
構
成
素
に
は
茶
の
空
間
、
茶

の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
茶
の
物
産
と
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
茶
に
関
連
し

た
体
験
が
あ
る
（
図
１
）。

　

茶
の
空
間
は
茶
農
園
地
域
に
直
結
し
て
い
る
が
、
茶
関
連
の
観

光
体
験
と
し
て
商
品
化
が
可
能
で
あ
り
、
茶
摘
み
、
茶
祭
り
、

茶
の
民
謡
の
実
演
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
と

は
茶
の
空
間
環
境
を
共
有
し
、
茶
を
生
活
の
糧
と
し
て
い
る
茶
生

産
者
や
茶
農
家
の
集
団
を
さ
す
。
商
品
化
に
関
し
て
は
、
茶
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
ー
は
有
形
文
化
で
も
あ
り
、
無
形
文
化
で
も
あ
る
。

有
形
文
化
と
し
て
は
、
農
家
や
茶
業
者
の
家
屋
や
工
場
な
ど
の
不

動
産
が
あ
り
、
テ
ィ
ー
・
ロ
ッ
ジ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
農
家
滞
在
、

お茶と観光
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あ
る
い
は
民
宿
や
農
家
民
泊
と
し
て
商
品
化
が
可
能
で
あ
る
。

無
形
文
化
と
し
て
は
、
慣
習
や
信
仰
、
仕
事
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
、
た
と
え
ば
、
茶
の
製
造
方
法
や
茶
料
理
、
茶
関
連
の

民
話
な
ど
で
あ
る
。
茶
の
空
間
や
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
基
盤
に

し
て
商
品
化
が
進
む
と
、
茶
文
化
に
関
連
し
た
物
産
や
サ
ー
ビ
ス
、

観
光
体
験
が
創
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
茶
の
土
産
物
、
茶
農

家
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
茶
を
巡
る
パッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
な
ど
で
あ
る
。

３   

茶
文
化
の
商
品
化
と
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

方
法
論

　

茶
文
化
の
商
品
化
と
い
う
発
想
は
珍
し
い
も
の
で
も
な
く
、
観

光
学
の
分
野
で
も
目
新
し
い
考
え
方
で
は
な
い
。
し
か
し
、
茶
の

観
光
開
発
と
そ
の
持
続
性
に
つ
い
て
は
、
特
に
茶
文
化
が
創
り
出

さ
れ
て
き
た
地
方
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
業
態
と
し
て
成
功

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
茶
文
化
の

商
品
化
の
問
題
点
は
、
的
確
な
観
光
客
層
に
向
け
た
適
切
な
観

光
の
形
を
ど
の
よ
う
に
作
り
出
す
か
に
あ
る
。
ま
た
、
観
光
は

地
域
の
経
済
を
活
性
化
す
る
一
方
で
、
文
化
遺
産
を
損
な
い
、
環

境
の
悪
化
を
も
た
ら
す
と
い
う
よ
う
な
問
題
点
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
観
光
の
負
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
C
B
T
）
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
観
光
と
は
違
っ
た
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
様
々
な
形
態
が
生
ま
れ
て
き
た
。
サ
ス

定
義
さ
れ
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対
極
す
る
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
タ
レ

ス
ト・ツ
ア
ー
」
や
ニッ
チ
市
場
の
主
流
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル・ツ
ー
リ
ズ
ム
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
観
光
客
の
層
は
、

質
を
重
視
す
る
ビ
ジ
タ
ー
で
あ
り
、「
ア
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ

ス
ト
」
と
呼
ば
れ
、
新
た
な
場
所
を
訪
れ
た
り
茶
文
化
の
よ
う
な

特
別
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
目
新
し
い
こ
と
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と

を
好
む
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
いっ
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
茶
文

化
の
商
品
化
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
か
ら
得

た
知
見
に
よ
れ
ば
、
４
種
類
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
タ

イ
プ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
コ
ミ
ュニ
テ

ィ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
C
B
T
）、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

及
び
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
各
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
に

あ
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
、
開
発
手
段

と
し
て
使
わ
れ
た
観
光
の
概
念
が
対
応
し
て
い
る
。
概
念
の
枠
組

み
（
図
２
）
に
あ
る
よ
う
に
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
「
都

市
と
地
方
の
相
互
作
用
」
が
、
C
B
T
に
は
「
地
域
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
が
包
含
さ
れ
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
「
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
と
イ
メ
ー
ジ
」
を
創
出
し
、「
ジ
ェン
ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
地
域
の
人
々
に
貢
献
し
、
ホ
ス
ト
と

ゲ
ス
ト
の
双
方
と
文
化
遺
産
及
び
環
境
を
尊
重
す
る
観
光
」
と 図１：観光商品化のための茶文化の４要素図２：観光学の茶文化商品化に関する概念の枠組み
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有
機
栽
培

即
効
性

　

緩
効
型

「アクティー」は茶園に施す前から醗酵してます。

だから即効性のある、

　しかも緩効型の肥料なのです。

「アクティー」は茶園に施す前から醗酵してます。

だから即効性のある、

　しかも緩効型の肥料なのです。

アミノ酸を豊富に含んだアクティー、
今、茶樹が要求しているのではないでしょうか？

雨不足等の気候変動が要因で茶樹は今、弱ってます。昨年の秋番茶は生育
不良から生産量も減少しました。これも温暖化の影響と思われます。このま
まだと、今年の一番茶が心配です。茶樹は単に窒素を要求しているのではあ
りません。健全な茶樹の育成には、微量要素とアミノ酸も必須です。
しかもバランスが大切です。
アクティーを使ったお茶は、旨みと渋み、味と香りのバランスが良いとの声
を良く聞きます。健全に育った茶樹はお茶本来の旨さを表現します。

勿論兎角淡泊になりやすいといわれている、有機栽培にも是非とも使って
欲しい資材です。兎に角、その効果を確かめてみて下さい。一度使ったらや
められなくなります。

「春肥」に向かってアミノ酸効果が実感できる

100％有機醗酵肥料『アクティー』

●
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー

現
職
：
和
歌
山
大
学
国
際
観
光
学
研
究
セ
ン
タ
ー
講
師

学
歴
・
職
歴

２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
１
年
、
パ
ラ
ナ
コ
ン
・
ラ
ジ
ャ
バ
ッ
ト

大
学
（
タ
イ
、
バ
ン
コ
ク
）
で
就
業 

２
０
１
４
年
： Ph.D

.

（
観
光
科
学
）
取
得
、
首
都
大
学

東
京 

２
０
１
６
年
よ
り
現
職

専
門
分
野
は 

地
方
の
観
光
に
関
す
る
分
野
、
特
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
発
展
、
食
と
農

業
の
開
発
、
文
化
遺
産
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
、
日
本
と
タ
イ
と
の
関
係
強
化
の

た
め
に
、
タ
イ
の
大
学
や
研
究
所
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
共
同
研
究
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る

●
翻
訳
者

竹
鼻
圭
子
（
た
け
は
な　

け
い
こ
）

現
職
：
和
歌
山
大
学
観
光
学
部
教
授
、
同
大
学
院
観
光
学

研
究
科
博
士
課
程
教
授

学
歴
・
職
歴

１
９
５
３
年
生
ま
れ
、
大
阪
大
学
文
学
部
卒
、
大
阪
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
（
英
語
学
専
攻
）
単

位
取
得
退
学　

専
門
分
野
は
異
文
化
交
流
、
英
語
学

主
要
著
書
：　

Seeking the M
issing Link t o

 Rikyu

（
英
宝
社
、２
０
１
６
）千
宗
屋（
２
０
１
０
）

『
茶
―
利
休
と
今
を
つ
な
ぐ
』（
新
潮
新
書
：
新
潮
社
）
の
英
語
翻
訳

『
し
な
や
か
な
組
織
と
し
て
の
こ
と
ば
』（
英
宝
社
、
２
０
０
９
）

の
概
念
が
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

挙
げ
ら
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
や
方
法
論
に
つ
い

て
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
茶
に
関
す
る
知
見
と
と
も
に
次
回
か

ら
詳
細
に
述
べ
る
。

４   

結
論

　

観
光
に
お
け
る
茶
文
化
の
商
品
化
の
定
義
は
、
有
形
無
形
の

茶
の
文
化
遺
産
を
観
光
客
対
象
の
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
に
変
換
す
る

こ
と
で
あ
る
。
観
光
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
茶
文
化
の
４
要
素
を

「
ル
ー
ラ
リ
テ
ィ
ー
」
に
当
て
は
め
た
概
念
か
ら
創
出
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
は
、
茶
の
空
間
、
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
、
茶
の
産
物
と
サ
ー

ビ
ス
、
そ
し
て
茶
に
関
連
し
た
観
光
体
験
と
関
連
付
け
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
を
用
い
る
こ
と
で
、
茶
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
発
展

を
目
指
す
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
や
方
法
論
が
統

合
で
き
る
。
次
回
以
降
、
日
本
や
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
地
方
の

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
検
証
し
て
、
日
本
の
茶
産
業
で
縮
小
の
危

機
に
あ
る
小
規
模
な
茶
の
生
産
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
維
持
す
る
た
め

に
、
茶
文
化
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
価
値
を
高
め
て
い
け
ば
い
い

の
か
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。

（
カ
ウ
ク
ル
ア
ム
ア
ン　

ア
ム
ナ
ー
）

（
翻
訳
者
：
た
け
は
な　

け
い
こ
）


